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全日本花いっぱい連盟

　
ア
ル
プ
ス
花
街
道
は
、
１
９
９
８
年
長
野
冬
季

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
た
白
馬
村
へ
の
玄
関

口
と
な
る
長
野
自
動
車
道
安
曇
野
イ
ン
タ
ー
（
旧

豊
科
イ
ン
タ
ー
）
か
ら
訪
れ
る
多
く
の
皆
さ
ん
を

歓
迎
す
る
と
と
も
に
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
成
功
を

祈
念
し
、
安
曇
野
イ
ン

タ
ー
か
ら
白
馬
方
面
に
至

る
県
道
柏
矢
町
田
沢
停
車

場
線
沿
線
の
田
畑
に
マ

リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
な
ど
の
季

節
の
花
を
植
栽
し
た
こ
と

が
始
ま
り
に
な
り
ま
す
。

　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
終
了
後

も
、
安
曇
野
を
訪
れ
る
皆

さ
ん
を
歓
迎
す
る
気
持
ち

は
変
わ
ら
ず
、
マ
リ
ー

ゴ
ー
ル
ド
の
他
に
百
日
草

や
コ
ス
モ
ス
、
ひ
ま
わ
り

を
植
栽
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、

平
成
16
年
に

ア
ル
プ
ス
花

街
道
実
行
委

員
会
と
長
野

県
、
旧
豊
科

町
が
「
信
州

ふ
る
さ
と
の
道
ふ
れ
あ
い
事
業
」
ア

ダ
プ
ト
シ
ス
テ
ム
（
県
道
の
里
親
制

度
）
の
協
定
書
に
調
印
し
、
現
在
の

沿
線
の
歩
道
脇
に
植
栽
す
る
形
に
な

り
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
平
成
17
年
10
月
に
安
曇
野
市
が
誕
生
し

た
の
を
機
に
、
市
内
各
地
域
に
ア
ル
プ
ス
花
街
道

の
輪
が
広
が
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
長
年
の
取
組

み
と
内
容
が
認
め
ら
れ
、
平
成
19
年
度
に
は
長
野

県
知
事
表
彰
、
平
成
20
年
度
に
は
「
小
さ
な
親

切
」
実
行
章
、
全
国
花
い
っ
ぱ
い
運
動
功
労
表
彰
、

平
成
22
年
度
に
は
「
み
ど
り
の
愛
護
」
功
労
者
国

土
交
通
大
臣
表
彰
、
令
和
元
年
度
に
は
道
路
功
労

者
表
彰
と
数
多
く
の
表
彰
を
受
賞
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
現
在
は
、
67
団
体
、
約
１
，
１
０
０
人
が
、
市

内
９
ヶ
所
、
約
８
，
５
０
０
ｍ
の
距
離
に
マ
リ
ー

ゴ
ー
ル
ド
を
植
栽
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
新
た
に
安
曇
野
市
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合

会
が
参
加
し
、
市
内
各
地
に
色
と
り
ど
り
の
花
々

が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
安
曇
野
を
訪

れ
る
皆
さ
ん
を
歓
迎
す
る
と
と
も
に
地
域
の
環
境

美
化
に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

次
ペ
ー
ジ
へ
続
く

ら
れ
た
テ
ッ
ポ
ウ
ユ
リ
が
今
年
も
開
花
時

期
を
迎
え
、
道
行
く
人
の
目
を
楽
し
ま
せ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
「
花
の
里
づ
く
り
の

会
」
は
、
名
護
市
よ
り
花
苗
の
配
布
、
市

営
花
壇
、
土
づ
く
り
メ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
の

維
持
管
理
を
受
託
し
、
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
協
力
の
も
と
年
間
25
万
本
の
苗
を
生

産
し
て
い
ま
す
。
毎
年
春
と
秋
に
は
フ
ラ

ワ
ー
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
、
地
域
、

職
場
の
花
壇
等
に
花
苗
を
配
布
し
て
い
ま

す
。
配
布
さ
れ
た
花
苗
は
自
治
会
、
学

校
、
企
業
、
市
民
団
体
に
よ
り
、
植
栽
、

維
持
管
理
さ
れ
、
市
民
が
主
体
と
な
っ
た

花
い
っ
ぱ
い
活
動
の
一
助
と
な
っ
て
い
ま

す
。
今
春
に
行
わ
れ
た
フ
ラ
ワ
ー
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
で
は
サ
ル
ビ
ア
、
ト
レ
ニ
ア
を

は
じ
め
と
す
る
計
６
種
の
花
苗
が
市
内

小
中
学
校
や
地
域
の
花
壇
に
植
栽
さ
れ

ま
し
た
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
の
他
に

も
、
各
種
講
習
会
の
開
催
や
学
校
へ
の

育
苗
の
支
援
、
四
季
折
々
の
イ
ベ
ン
ト

の
歓
迎
飾
花
を
積
極
的
に
行
い
、
県
内

外
へ
向
け
「
フ
ラ
ワ
ー
シ
テ
ィ
ー
な

ご
」
の
啓
発
に
努
め
て
い
ま
す
。

令
和
３
年
度
に
開
催
す
る
「
第
60
回

全
日
本
花
い
っ
ぱ
い
名
護
大
会
」
へ
向

け
た
キ
ッ
ク
オ
フ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、

４
月
27
日
・
28
日
の
二
日
間
に
わ
た

り
、
「
名
護
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
活
動
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
市
職
員
１
０
０
名

以
上
が
参
加
し
、
緑
道
約
１
・

４
㎞
の
除
草
と
市
街
地
及
び
式

典
会
場
と
な
る
名
護
市
民
会
館

周
辺
の
清
掃
活
動
を
行
い
ま
し

た
。
除
草
、
清
掃
活
動
を
行
う

こ
と
で
、
環
境
美
化
を
図
り
、

花
と
共
に
つ
く
る
景
観
づ
く
り

に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

今
後
も
関
係
団
体
と
連
携

し
、
持
続
的
な
花
い
っ
ぱ
い
運

動
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
地
域

の
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
く
と

と
も
に
、
本
大
会
を
契
機
に
よ

り
一
層
市
民
主
体
の
緑
化
活
動

の
充
実
を
図
り
、
「
フ
ラ
ワ
ー

シ
テ
ィ
ー
な
ご
」
の
さ
ら
な
る

展
開
を
目
指
し
ま
す
。

令
和
４
年
３
月
５
日
㈯
の
「
第
60
回
全

日
本
花
い
っ
ぱ
い
名
護
大
会
」
開
催
に
向

け
て
、
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
な
ど
各
地
域

と
連
携
し
た
企
画
を
計
画
し
て
お
り
ま

す
。
こ
の
時
季
、
温
暖
な
沖
縄
だ
か
ら
こ

そ
見
ら
れ
る
沢
山
の
花
た
ち
と
共
に
皆
様

の
お
越
し
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。

市民により植え付けを行った名護市のシンボル、テッポウユリ

清掃活動の様子
除草作業の様子

地域の花壇の様子

マリーゴールドの植栽の様子

安曇野インター北付近の活動



緑綬褒章を受章

藤沢駅前サンパール広場で花植活動

江の島弁天橋に植樹

児童クラブに花苗を寄贈

大船渡市で植樹

春のフラワーキャンペーン

日本アルプスサラダ街道付近の活動（三郷サラダ花街道の会） 安曇野市シニアクラブ連合会の活動（小田多井にこにこ会）
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藤
沢
市
み
ど
り
い
っ
ぱ
い
市

民
の
会
は
、
１
９
７
７
年
10

月
、
藤
沢
青
年
会
議
所
10
周
年

記
念
事
業
「
緑
の
街
づ
く
り
」

と
い
う
16
ミ
リ
映
画
を
製
作
し

た
の
を
き
っ
か
け
に
、
緑
の
普

及
と
青
少
年
育
成
を
目
的
に
設

立
さ
れ
ま
し
た
。

２
０
１
７
年
11
月
の
秋
の
褒

章
で
、
「
緑
綬
褒
章
」
を
受
章

す
る
な
ど
、
多
く
の
皆
様
の
ご

藤
沢
市

藤
沢
市
み
ど
り
い
っ
ぱ
い
市
民
の
会

支
援
・
ご
協
力
を
頂
き
な
が
ら
、
45
年
目

の
活
動
を
迎
え
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、
近
年
の
活
動
は
、

な
か
な
か
思
う
よ
う
に
で
き
て
お
り
ま
せ

ん
が
、
本
年
度
は
、
「
花
育
」
を
テ
ー
マ

に
活
動
し
て
お
り
ま
す
。

花
と
い
う
命
を
扱
う
こ
と
に
よ
っ
て
感

謝
の
気
持
ち
を
育
て
、
花
に
適
し
た
扱
い

か
た
を
学
び
、
そ
れ
を
施
す
こ
と
で
相
手

に
適
し
た
行
い
を
す
る
と
い
う
優
し
い
気

持
ち
を
育
て
ま
す
。

更
に
、
花
を
育
て
る
た
め
に
工
夫
す
る

こ
と
は
探
究
心
や
創
造
力
を
育
み
、
大
勢

で
活
動
す
る
場
合
は
人
と
の
つ
な
が
り
を

ま
し
た
。
藤
沢
駅
前
の
サ
ン
パ
ー
ル
広
場

に
は
、
お
花
の
植
樹
を
行
い
、
花
育
青
少

年
活
動
で
は
、
藤
沢
市
内
の
39
児
童
ク
ラ

ブ
に
花
の
苗
を
無
償
提
供
し
ま
し
た
。

更
に
、
東
日
本
大
震
災
の
復
興
支
援
の

一
環
で
、
岩
手
県
大
船
渡
市
に
、
植
樹
を

行
い
、
両
市
交
流
の
懸
け
橋
の
一
役
を
担

う
な
ど
、
時
に
は
市
外
に
も
枠
を
広
げ
て

活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

コ
ロ
ナ
で
暗
い
気
持
ち
に
な
り
が
ち
な

昨
今
だ
か
ら
こ
そ
、
花
や
緑
を
通
じ
て
、

癒
し
と
笑
顔
が
溢
れ
る
ま
ち
藤
沢
の
実
現

を
目
指
し
、
今
後
も
活
動
し
て
ま
い
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

作
り
、
広
げ
、
小
さ
い
頃
か
ら
花
に
親
し

む
こ
と
で
、
子
供
だ
け
で
な
く
、
家
族
、

地
域
の
人
々
へ
の
波
及
効
果
が
期
待
で
き

る
の
で
す
。

そ
の
活
動
目
標
を
基
軸
に
、
緑
の
普
及

活
動
で
は
、
東
京
五
輪
の
セ
ー
リ
ン
グ
会

場
で
あ
る
江
の
島
を
有
す
る
藤
沢
市
。
江

の
島
に
渡
る
弁
天
橋
の
袂
に
、
藤
沢
市
の

木
で
あ
る
「
ク
ロ
マ
ツ
」
を
記
念
植
樹
し

令
和
２
年
に
市
政
50
周
年
を
迎
え
た
名

護
市
は
、
沖
縄
県
本
島
北
部
に
位
置
し
、

県
内
三
番
目
の
面
積
を
有
し
て
い
ま
す
。

東
側
は
太
平
洋
、
西
側
は
東
シ
ナ
海
に
面

し
、
緑
深
い
山
々
や
清
流
を
有
す
る
山
紫

水
明
の
地
で
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
て
い
ま

す
。
亜
熱
帯
性
の
気
候
区
分
に
属
し
、
冬

季
も
比
較
的
温
暖
で
年
間
を
通
じ
て
寒
暖

名
護
市

花
い
っ
ぱ
い
運
動
と
全
国
大
会
開
催
へ
向
け
て
の
取
り
組
み

の
差
が
少
な
い
気
候
を
活
か
し
、
ラ
ン
、

キ
ク
な
ど
の
花
卉
の
ほ
か
果
樹
・
野
菜
栽

培
も
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

本
市
は
、
道
路
・
公
園
・
民
家
等
あ
ら

ゆ
る
場
所
に
お
い
て
、
四
季
を
通
し
て
花

が
見
ら
れ
る
街
「
フ
ラ
ワ
ー
シ
テ
ィ
ー
な

ご
」
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
平
成
10
年
に

は
、
本
市
に
お
け
る
花
い
っ
ぱ
い
運
動
の

要
と
な
る
市
民
団
体
「
花
の
里
づ
く
り
の

会
」
が
発
足
さ
れ
、
市
民
・
行
政
・
企
業

が
連
携
し
緑
化
啓
発
に
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。

２
０
１
９
年
に
実
施
さ
れ
た
「
市
政
50

周
年
記
念
事
業
　
名
護
テ
ッ
ポ
ウ
ユ
リ
普

及
促
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
は
、
鳥
獣
被

害
や
環
境
の
変
化
に
よ
り
、
年
々
減
少
の

一
途
を
た
ど
る
本
市
の
シ
ン
ボ
ル
、
テ
ッ

ポ
ウ
ユ
リ
を
復
活
さ
せ
る
た
め
、
市
内
55

区
の
地
域
、
保
育
園
か
ら
大
学
ま
で
の
教

育
施
設
、
公
共
施
設
、
自
治
会
等
に
ユ
リ

の
球
根
６
万
４
千
球
を
配
布
し
ま
し
た
。

市
内
大
型
花
壇
へ
の
植
え
付
け
作
業
に
は

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
約
２
０
０
名
が
参
加
し
、

市
民
が
一
丸
と
な
っ
て
市
花
の
普
及
促
進

に
努
め
ま
し
た
。
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ

り
植
栽
さ
れ
、
各
地
域
に
て
大
切
に
育
て

ら
れ
た
テ
ッ
ポ
ウ
ユ
リ
が
今
年
も
開
花
時

期
を
迎
え
、
道
行
く
人
の
目
を
楽
し
ま
せ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
「
花
の
里
づ
く
り
の

会
」
は
、
名
護
市
よ
り
花
苗
の
配
布
、
市

営
花
壇
、
土
づ
く
り
メ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
の

維
持
管
理
を
受
託
し
、
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
協
力
の
も
と
年
間
25
万
本
の
苗
を
生

産
し
て
い
ま
す
。
毎
年
春
と
秋
に
は
フ
ラ

ワ
ー
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
、
地
域
、

職
場
の
花
壇
等
に
花
苗
を
配
布
し
て
い
ま

す
。
配
布
さ
れ
た
花
苗
は
自
治
会
、
学

校
、
企
業
、
市
民
団
体
に
よ
り
、
植
栽
、

維
持
管
理
さ
れ
、
市
民
が
主
体
と
な
っ
た

花
い
っ
ぱ
い
活
動
の
一
助
と
な
っ
て
い
ま

す
。
今
春
に
行
わ
れ
た
フ
ラ
ワ
ー
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
で
は
サ
ル
ビ
ア
、
ト
レ
ニ
ア
を
は

じ
め
と
す
る
計
６
種
の
花
苗
が
市
内
の
小

中
学
校
や
地
域
の
花
壇
に
植
栽
さ
れ
ま
し

た
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
の
他
に
も
、
各

種
講
習
会
の
開
催
や
学
校
へ
の
育
苗
の
支

援
、
四
季
折
々
の
イ
ベ
ン
ト
の
歓
迎
飾
花

を
積
極
的
に
行
い
、
県
内
外
へ
向
け
「
フ

ラ
ワ
ー
シ
テ
ィ
ー
な
ご
」
の
啓
発
に
努
め

て
い
ま
す
。

令
和
３
年
度
に
開
催
す
る
「
第
60
回
全

日
本
花
い
っ
ぱ
い
名
護
大
会
」
へ
向
け
た

キ
ッ
ク
オ
フ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
４
月
27

日
・
28
日
の
二
日
間
に
わ
た
り
、
「
名
護

ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
活
動
」
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
市
職
員
１
０
０
名
以
上
が
参
加
し
、

３
区
に
ま
た
が
る
緑
道
約
１
・
４
㎞
の
除

草
と
市
街
地
及
び
式
典
会
場
と
な
る
名
護

市
民
会
館
周
辺
の
清
掃
活
動
を
行
い
ま
し

た
。
除
草
、
清
掃
活
動
を
行
う
こ
と
で
、

環
境
美
化
を
図
り
、
花
と
共
に
つ
く
る
景

観
づ
く
り
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

今
後
も
関
係
団
体
と
連
携
し
、
持
続
的

な
花
い
っ
ぱ
い
運
動
を
実
施
す
る
こ
と

で
、
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
く
と

と
も
に
、
本
大
会
を
契
機
に
よ
り
一
層
市

民
主
体
の
緑
化
活
動
の
充
実
を
図
り
、

「
フ
ラ
ワ
ー
シ
テ
ィ
ー
な
ご
」
の
さ
ら
な

る
展
開
を
目
指
し
ま
す
。

令
和
４
年
３
月
５
日
㈯
の
「
第
60
回
全

次
ペ
ー
ジ
へ
続
く



緑綬褒章を受章

藤沢駅前サンパール広場で花植活動

江の島弁天橋に植樹

児童クラブに花苗を寄贈

大船渡市で植樹

春のフラワーキャンペーン

日本アルプスサラダ街道付近の活動（三郷サラダ花街道の会） 安曇野市シニアクラブ連合会の活動（小田多井にこにこ会）

令和3年7月 第50号全日本

藤
沢
市
み
ど
り
い
っ
ぱ
い
市

民
の
会
は
、
１
９
７
７
年
10

月
、
藤
沢
青
年
会
議
所
10
周
年

記
念
事
業
「
緑
の
街
づ
く
り
」

と
い
う
16
ミ
リ
映
画
を
製
作
し

た
の
を
き
っ
か
け
に
、
緑
の
普

及
と
青
少
年
育
成
を
目
的
に
設

立
さ
れ
ま
し
た
。

２
０
１
７
年
11
月
の
秋
の
褒

章
で
、
「
緑
綬
褒
章
」
を
受
章

す
る
な
ど
、
多
く
の
皆
様
の
ご

藤
沢
市

藤
沢
市
み
ど
り
い
っ
ぱ
い
市
民
の
会

支
援
・
ご
協
力
を
頂
き
な
が
ら
、
45
年
目

の
活
動
を
迎
え
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、
近
年
の
活
動
は
、

な
か
な
か
思
う
よ
う
に
で
き
て
お
り
ま
せ

ん
が
、
本
年
度
は
、
「
花
育
」
を
テ
ー
マ

に
活
動
し
て
お
り
ま
す
。

花
と
い
う
命
を
扱
う
こ
と
に
よ
っ
て
感

謝
の
気
持
ち
を
育
て
、
花
に
適
し
た
扱
い

か
た
を
学
び
、
そ
れ
を
施
す
こ
と
で
相
手

に
適
し
た
行
い
を
す
る
と
い
う
優
し
い
気

持
ち
を
育
て
ま
す
。

更
に
、
花
を
育
て
る
た
め
に
工
夫
す
る

こ
と
は
探
究
心
や
創
造
力
を
育
み
、
大
勢

で
活
動
す
る
場
合
は
人
と
の
つ
な
が
り
を

ま
し
た
。
藤
沢
駅
前
の
サ
ン
パ
ー
ル
広
場

に
は
、
お
花
の
植
樹
を
行
い
、
花
育
青
少

年
活
動
で
は
、
藤
沢
市
内
の
39
児
童
ク
ラ

ブ
に
花
の
苗
を
無
償
提
供
し
ま
し
た
。

更
に
、
東
日
本
大
震
災
の
復
興
支
援
の

一
環
で
、
岩
手
県
大
船
渡
市
に
、
植
樹
を

行
い
、
両
市
交
流
の
懸
け
橋
の
一
役
を
担

う
な
ど
、
時
に
は
市
外
に
も
枠
を
広
げ
て

活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

コ
ロ
ナ
で
暗
い
気
持
ち
に
な
り
が
ち
な

昨
今
だ
か
ら
こ
そ
、
花
や
緑
を
通
じ
て
、

癒
し
と
笑
顔
が
溢
れ
る
ま
ち
藤
沢
の
実
現

を
目
指
し
、
今
後
も
活
動
し
て
ま
い
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

作
り
、
広
げ
、
小
さ
い
頃
か
ら
花
に
親
し

む
こ
と
で
、
子
供
だ
け
で
な
く
、
家
族
、

地
域
の
人
々
へ
の
波
及
効
果
が
期
待
で
き

る
の
で
す
。

そ
の
活
動
目
標
を
基
軸
に
、
緑
の
普
及

活
動
で
は
、
東
京
五
輪
の
セ
ー
リ
ン
グ
会

場
で
あ
る
江
の
島
を
有
す
る
藤
沢
市
。
江

の
島
に
渡
る
弁
天
橋
の
袂
に
、
藤
沢
市
の

木
で
あ
る
「
ク
ロ
マ
ツ
」
を
記
念
植
樹
し

令
和
２
年
に
市
政
50
周
年
を
迎
え
た
名

護
市
は
、
沖
縄
県
本
島
北
部
に
位
置
し
、

県
内
三
番
目
の
面
積
を
有
し
て
い
ま
す
。

東
側
は
太
平
洋
、
西
側
は
東
シ
ナ
海
に
面

し
、
緑
深
い
山
々
や
清
流
を
有
す
る
山
紫

水
明
の
地
で
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
て
い
ま

す
。
亜
熱
帯
性
の
気
候
区
分
に
属
し
、
冬

季
も
比
較
的
温
暖
で
年
間
を
通
じ
て
寒
暖

名
護
市

花
い
っ
ぱ
い
運
動
と
全
国
大
会
開
催
へ
向
け
て
の
取
り
組
み

の
差
が
少
な
い
気
候
を
活
か
し
、
ラ
ン
、

キ
ク
な
ど
の
花
卉
の
ほ
か
果
樹
・
野
菜
栽

培
も
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

本
市
は
、
道
路
・
公
園
・
民
家
等
あ
ら

ゆ
る
場
所
に
お
い
て
、
四
季
を
通
し
て
花

が
見
ら
れ
る
街
「
フ
ラ
ワ
ー
シ
テ
ィ
ー
な

ご
」
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
平
成
10
年
に

は
、
本
市
に
お
け
る
花
い
っ
ぱ
い
運
動
の

要
と
な
る
市
民
団
体
「
花
の
里
づ
く
り
の

会
」
が
発
足
さ
れ
、
市
民
・
行
政
・
企
業

が
連
携
し
緑
化
啓
発
に
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。

２
０
１
９
年
に
実
施
さ
れ
た
「
市
政
50

周
年
記
念
事
業
　
名
護
テ
ッ
ポ
ウ
ユ
リ
普

及
促
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
は
、
鳥
獣
被

害
や
環
境
の
変
化
に
よ
り
、
年
々
減
少
の

一
途
を
た
ど
る
本
市
の
シ
ン
ボ
ル
、
テ
ッ

ポ
ウ
ユ
リ
を
復
活
さ
せ
る
た
め
、
市
内
55

区
の
地
域
、
保
育
園
か
ら
大
学
ま
で
の
教

育
施
設
、
公
共
施
設
、
自
治
会
等
に
ユ
リ

の
球
根
６
万
４
千
球
を
配
布
し
ま
し
た
。

市
内
大
型
花
壇
へ
の
植
え
付
け
作
業
に
は

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
約
２
０
０
名
が
参
加
し
、

市
民
が
一
丸
と
な
っ
て
市
花
の
普
及
促
進

に
努
め
ま
し
た
。
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ

り
植
栽
さ
れ
、
各
地
域
に
て
大
切
に
育
て

ら
れ
た
テ
ッ
ポ
ウ
ユ
リ
が
今
年
も
開
花
時

期
を
迎
え
、
道
行
く
人
の
目
を
楽
し
ま
せ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
「
花
の
里
づ
く
り
の

会
」
は
、
名
護
市
よ
り
花
苗
の
配
布
、
市

営
花
壇
、
土
づ
く
り
メ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
の

維
持
管
理
を
受
託
し
、
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
協
力
の
も
と
年
間
25
万
本
の
苗
を
生

産
し
て
い
ま
す
。
毎
年
春
と
秋
に
は
フ
ラ

ワ
ー
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
、
地
域
、

職
場
の
花
壇
等
に
花
苗
を
配
布
し
て
い
ま

す
。
配
布
さ
れ
た
花
苗
は
自
治
会
、
学

校
、
企
業
、
市
民
団
体
に
よ
り
、
植
栽
、

維
持
管
理
さ
れ
、
市
民
が
主
体
と
な
っ
た

花
い
っ
ぱ
い
活
動
の
一
助
と
な
っ
て
い
ま

す
。
今
春
に
行
わ
れ
た
フ
ラ
ワ
ー
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
で
は
サ
ル
ビ
ア
、
ト
レ
ニ
ア
を
は

じ
め
と
す
る
計
６
種
の
花
苗
が
市
内
の
小

中
学
校
や
地
域
の
花
壇
に
植
栽
さ
れ
ま
し

た
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
の
他
に
も
、
各

種
講
習
会
の
開
催
や
学
校
へ
の
育
苗
の
支

援
、
四
季
折
々
の
イ
ベ
ン
ト
の
歓
迎
飾
花

を
積
極
的
に
行
い
、
県
内
外
へ
向
け
「
フ

ラ
ワ
ー
シ
テ
ィ
ー
な
ご
」
の
啓
発
に
努
め

て
い
ま
す
。

令
和
３
年
度
に
開
催
す
る
「
第
60
回
全

日
本
花
い
っ
ぱ
い
名
護
大
会
」
へ
向
け
た

キ
ッ
ク
オ
フ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
４
月
27

日
・
28
日
の
二
日
間
に
わ
た
り
、
「
名
護

ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
活
動
」
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
市
職
員
１
０
０
名
以
上
が
参
加
し
、

３
区
に
ま
た
が
る
緑
道
約
１
・
４
㎞
の
除

草
と
市
街
地
及
び
式
典
会
場
と
な
る
名
護

市
民
会
館
周
辺
の
清
掃
活
動
を
行
い
ま
し

た
。
除
草
、
清
掃
活
動
を
行
う
こ
と
で
、

環
境
美
化
を
図
り
、
花
と
共
に
つ
く
る
景

観
づ
く
り
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

今
後
も
関
係
団
体
と
連
携
し
、
持
続
的

な
花
い
っ
ぱ
い
運
動
を
実
施
す
る
こ
と

で
、
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
く
と

と
も
に
、
本
大
会
を
契
機
に
よ
り
一
層
市

民
主
体
の
緑
化
活
動
の
充
実
を
図
り
、

「
フ
ラ
ワ
ー
シ
テ
ィ
ー
な
ご
」
の
さ
ら
な

る
展
開
を
目
指
し
ま
す
。

令
和
４
年
３
月
５
日
㈯
の
「
第
60
回
全

次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
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全日本花いっぱい連盟

　
ア
ル
プ
ス
花
街
道
は
、
１
９
９
８
年
長
野
冬
季

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
た
白
馬
村
へ
の
玄
関

口
と
な
る
長
野
自
動
車
道
安
曇
野
イ
ン
タ
ー
（
旧

豊
科
イ
ン
タ
ー
）
か
ら
訪
れ
る
多
く
の
皆
さ
ん
を

歓
迎
す
る
と
と
も
に
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
成
功
を

祈
念
し
、
安
曇
野
イ
ン

タ
ー
か
ら
白
馬
方
面
に
至

る
県
道
柏
矢
町
田
沢
停
車

場
線
沿
線
の
田
畑
に
マ

リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
な
ど
の
季

節
の
花
を
植
栽
し
た
こ
と

が
始
ま
り
に
な
り
ま
す
。

　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
終
了
後

も
、
安
曇
野
を
訪
れ
る
皆

さ
ん
を
歓
迎
す
る
気
持
ち

は
変
わ
ら
ず
、
マ
リ
ー

ゴ
ー
ル
ド
の
他
に
百
日
草

や
コ
ス
モ
ス
、
ひ
ま
わ
り

を
植
栽
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、

平
成
16
年
に

ア
ル
プ
ス
花

街
道
実
行
委

員
会
と
長
野

県
、
旧
豊
科

町
が
「
信
州

ふ
る
さ
と
の
道
ふ
れ
あ
い
事
業
」
ア

ダ
プ
ト
シ
ス
テ
ム
（
県
道
の
里
親
制

度
）
の
協
定
書
に
調
印
し
、
現
在
の

沿
線
の
歩
道
脇
に
植
栽
す
る
形
に
な

り
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
平
成
17
年
10
月
に
安
曇
野
市
が
誕
生
し

た
の
を
機
に
、
市
内
各
地
域
に
ア
ル
プ
ス
花
街
道

の
輪
が
広
が
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
長
年
の
取
組

み
と
内
容
が
認
め
ら
れ
、
平
成
19
年
度
に
は
長
野

県
知
事
表
彰
、
平
成
20
年
度
に
は
「
小
さ
な
親

切
」
実
行
章
、
全
国
花
い
っ
ぱ
い
運
動
功
労
表
彰
、

平
成
22
年
度
に
は
「
み
ど
り
の
愛
護
」
功
労
者
国

土
交
通
大
臣
表
彰
、
令
和
元
年
度
に
は
道
路
功
労

者
表
彰
と
数
多
く
の
表
彰
を
受
賞
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
現
在
は
、
67
団
体
、
約
１
，
１
０
０
人
が
、
市

内
９
ヶ
所
、
約
８
，
５
０
０
ｍ
の
距
離
に
マ
リ
ー

ゴ
ー
ル
ド
を
植
栽
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
新
た
に
安
曇
野
市
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合

会
が
参
加
し
、
市
内
各
地
に
色
と
り
ど
り
の
花
々

が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
安
曇
野
を
訪

れ
る
皆
さ
ん
を
歓
迎
す
る
と
と
も
に
地
域
の
環
境

美
化
に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

次
ペ
ー
ジ
へ
続
く

ら
れ
た
テ
ッ
ポ
ウ
ユ
リ
が
今
年
も
開
花
時

期
を
迎
え
、
道
行
く
人
の
目
を
楽
し
ま
せ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
「
花
の
里
づ
く
り
の

会
」
は
、
名
護
市
よ
り
花
苗
の
配
布
、
市

営
花
壇
、
土
づ
く
り
メ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
の

維
持
管
理
を
受
託
し
、
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
協
力
の
も
と
年
間
25
万
本
の
苗
を
生

産
し
て
い
ま
す
。
毎
年
春
と
秋
に
は
フ
ラ

ワ
ー
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
、
地
域
、

職
場
の
花
壇
等
に
花
苗
を
配
布
し
て
い
ま

す
。
配
布
さ
れ
た
花
苗
は
自
治
会
、
学

校
、
企
業
、
市
民
団
体
に
よ
り
、
植
栽
、

維
持
管
理
さ
れ
、
市
民
が
主
体
と
な
っ
た

花
い
っ
ぱ
い
活
動
の
一
助
と
な
っ
て
い
ま

す
。
今
春
に
行
わ
れ
た
フ
ラ
ワ
ー
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
で
は
サ
ル
ビ
ア
、
ト
レ
ニ
ア
を

は
じ
め
と
す
る
計
６
種
の
花
苗
が
市
内

小
中
学
校
や
地
域
の
花
壇
に
植
栽
さ
れ

ま
し
た
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
の
他
に

も
、
各
種
講
習
会
の
開
催
や
学
校
へ
の

育
苗
の
支
援
、
四
季
折
々
の
イ
ベ
ン
ト

の
歓
迎
飾
花
を
積
極
的
に
行
い
、
県
内

外
へ
向
け
「
フ
ラ
ワ
ー
シ
テ
ィ
ー
な

ご
」
の
啓
発
に
努
め
て
い
ま
す
。

令
和
３
年
度
に
開
催
す
る
「
第
60
回

全
日
本
花
い
っ
ぱ
い
名
護
大
会
」
へ
向

け
た
キ
ッ
ク
オ
フ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、

４
月
27
日
・
28
日
の
二
日
間
に
わ
た

り
、
「
名
護
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
活
動
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
市
職
員
１
０
０
名

以
上
が
参
加
し
、
緑
道
約
１
・

４
㎞
の
除
草
と
市
街
地
及
び
式

典
会
場
と
な
る
名
護
市
民
会
館

周
辺
の
清
掃
活
動
を
行
い
ま
し

た
。
除
草
、
清
掃
活
動
を
行
う

こ
と
で
、
環
境
美
化
を
図
り
、

花
と
共
に
つ
く
る
景
観
づ
く
り

に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

今
後
も
関
係
団
体
と
連
携

し
、
持
続
的
な
花
い
っ
ぱ
い
運

動
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
地
域

の
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
く
と

と
も
に
、
本
大
会
を
契
機
に
よ

り
一
層
市
民
主
体
の
緑
化
活
動

の
充
実
を
図
り
、
「
フ
ラ
ワ
ー

シ
テ
ィ
ー
な
ご
」
の
さ
ら
な
る

展
開
を
目
指
し
ま
す
。

令
和
４
年
３
月
５
日
㈯
の
「
第
60
回
全

日
本
花
い
っ
ぱ
い
名
護
大
会
」
開
催
に
向

け
て
、
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
な
ど
各
地
域

と
連
携
し
た
企
画
を
計
画
し
て
お
り
ま

す
。
こ
の
時
季
、
温
暖
な
沖
縄
だ
か
ら
こ

そ
見
ら
れ
る
沢
山
の
花
た
ち
と
共
に
皆
様

の
お
越
し
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。

市民により植え付けを行った名護市のシンボル、テッポウユリ

清掃活動の様子
除草作業の様子

地域の花壇の様子

マリーゴールドの植栽の様子

安曇野インター北付近の活動


